





西暦 1872年 1月 16日（ロシア旧暦 1871年 12月 25日（1） に，モスクワに
生を受けたアレクサンドル・ニコラエヴィッチ・スクリャービン（Alexander
Nikolayevich Skryabin, 1872～1915）は，19世紀末から 20世紀初頭アレク
サンドル・ロマノフ III 世（Alexander III Romanov 在位 1881～1894），

































































〈中期〉（1902年～1907年）－Op. 30「ソナタ第 4番」Fis：～Op. 53「ソナ
タ第 5番」































Op. 45−2「3つの小品」（第 2曲「気紛れな詩曲」），Op. 51−3「4つの小





Op. 61「ポエム・ノクチュルヌ」，Op. 63「2つの詩曲」（第 1曲「仮面」第
























てよ』に従った c−fis−b−e−a−d である。（根音は任意。）（譜例 1）
（譜例 1）「神秘和音」 自然倍音列
「神秘和音」の名称は 1908年頃からの使用になるが，この響きは既に，1903
年に書かれた最初の「詩曲」Op. 32「2つの詩曲」の第 1曲（Fis Dur）の冒
頭 2小節目にその前例がある。
この小節は，Fis Dur の属 9の下方変位（第 5音半音下行）cis−eis−g−h−dis
に基づいており，左手 1拍目から 4拍目にかけての ais は 6拍目の h に解決
される非和声音（倚音），あるいは主和音 fis ais cis の第 3音の重用されたも
の，また h への解決を必要とする付加 6音等と考えられる。（譜例 2）
１３９A・スクリャービンにおける新和声法の確立
（譜例 2）Op. 32−1「詩曲」冒頭








（（譜例 1）の「神秘和音」を根音 cis の上に重ねると cis−fisis−h−eis−ais−
dis，さらにこれを密集位置に配分すると cis−eis−fisis−ais−dis, fisis の異名同
音は g であり，この和音が（譜例 2）の和音と同じであることが明らかにな
る。（譜例 3））







至るまでは，支配的でさえあった各種 V 7, V 9，中でもその下方変位′V 7, ′V 9
の多用から思い着かれたという点である。「神秘和音」とは，機能和声法にお
ける属 9の下方変位和音に付加 6度音（根音から長 6度の隔たりを持つ）を
持つ和音′V 9＋6である。








調性離脱後の「詩曲」は Op. 59「2つの小品」第 1曲，Op. 61「ポエム・
ノクチュルヌ」，Op. 63「2つの詩曲」第 1曲「仮面」，第 2曲「奇妙なも
の」，Op. 69「2つの詩曲」，Op. 71「2つの詩曲」，Op. 72「焔に向かいて－
詩曲」の 6作品 9曲であるが，それらの楽曲には先の Op. 69−1（譜例 4）に
おける「神秘和音」，「神秘和音」とは 1音異なる 3種類の V 9の拡大和音の
創意が認められる。
１４１A・スクリャービンにおける新和声法の確立
調性離脱後初の「詩曲」Op. 59−1では，「神秘和音」即ち V 9の下方変位
付加 6の和音の第 5音省略和音がほぼ全小節に配されている。（譜例 5）
（譜例 5）Op. 59−1 V 9下方変位 付加 6
第 5音省略（＼5で示す。）
続く Op. 61「ポエム・ノクチュルヌ」（1911年成立）においては「神秘和
音」の第 9音半音下行の和音が使用される。機能和声法では V 9の下方変位，
準固有和音，付加 6の和音に相当する和音である。（譜例 6）
（譜例 6）Op. 61「ポエム・ノクチュルヌ」
V 9下方変位 準固有和音 付加 6
（V 9の左 は第 9音半音下行を示す。）
さらに指摘しておかなければならない V 9の拡大和音が Op. 69−2に見出さ
れる。この「詩曲」は，曲冒頭から 11小節間が「ポエム・ノクチュルヌ」と




（譜例 7）Op. 69−2 T. 1～6（T. は小節 Takt の略）
T. 11～13








第 II 章，第 I 項，第 II 項においては調性離脱後の「詩曲」に見出される
「神秘和音」を含む 4つの V 9の下方変位を基本とする拡大和音の創意につい
て述べたが，スクリャービンはこれらの和音の 1種類あるいは 2, 3種類の和
音のみ，即ち V 9の和音のみの連結で調性をもつことのない「詩曲」を構成
する。（譜例 9）
（譜例 9）Op. 59−1 Op. 61「ポエム・ノクチュルヌ」
Op. 63−1「仮面」 Op. 63−2「奇妙なもの」
Op. 69−1 Op. 69−2
Op. 71−1 Op. 71−2























全 31小節からなるこの曲は，各小節が以下のような根音上の V 9の下方変
位，付加 6，準固有和音（第 9音半音下行）から構成されている。（譜例 11）
（譜例 11）Op. 63−2 Etrangeté





漓．C － Es － Ges － A
滷．H － D － F － As




い。上例では T. 6, T. 11, T. 16, T. 18, T. 20, T. 21がグループの交替すると
ころであるが，そこでは通常和音は 1小節 1つであるところに 2つ置かれ，
両者が半音関係をなしている。
〈Op. 63−2の根音の動き〉
T. 1～6 T. 6～11
C－A－C－Es－C－Es 漓 E－E－E－E－E－E 澆
T. 11～18 T. 18～20
As－As－As－As－H－D－D－D－H－As 滷 C－A－C 漓
T. 20 T. 21























機能和声における V 7, V 9の和音は，常に主和音への解決の想定される和
音であり，調性の決定を促す機能を有しているために調性離脱を試みた時代の
作曲家例えばグスタフ・マーラー（Gustav Mahler, 1860～1911）等は，敢








盪 E・ハル（Eaglefield Hull 1876～1928）「A Great Russian Tone-Poet Scriabin
London」1916年
E・ハル／小松平五郎訳 スクリャービンの「神秘の和音」「音楽芸術」1953年
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１５２ A・スクリャービンにおける新和声法の確立
